
ア
メ
リ
カ
滞
在
記 

⑫ 

峡
谷
か
ら
大
峡
谷
、
そ
し
て
死
の
谷
へ
ー
Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

霧
野
萬
地
郎 

 

 

▼
翌
朝
は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ

オ
ン
沿
い
の
観
光
を
楽
し

む
。
朝
日
に
キ
ャ
ニ
オ
ン
北

壁
が
耀
い
て
い
る
。
峡
谷
の

底
の
コ
ロ
ラ
ド
川
へ
日
差
し

が
届
く
に
は
少
し
時
間
が
掛

か
る
。
夕
日
と
は
逆
に
北
壁

に
当
た
る
光
が
次
第
に
底
へ

と
移
る
見
事
な
大
景
観
を
満

喫
し
た
。
多
く
の
観
光
客
は

散
策
し
た
り
乗
馬
な
ど
で
、
朝
の
時
間
を
こ
の
大
景

観
の
中
で
楽
し
ん
で
い
る
。 

  

雪
片
の
遥
か
に
落
ち
る
大
峡
谷 

 

午
後
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
後
に
し
て
、
64

号
線
へ
再
び
戻
り
、
州
間
道
路
40
号
線
を
経
由
し

て
93
号
線
で
北
上
す
る
。
障
害
物
の
無
く
、
交
通
量

も
少
な
い
礫
漠
の
中
を
貫
く
直
線
一
本
道
で
、
つ
い

つ
い
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。
違
反
車
が
多
い
た
め
に
、

時
折
り
警
察
が
ヘ
リ
を
使
っ
て
上
空
を
巡
回
し
て

い
る
の
で
、
時
速
70
マ
イ
ル
を
越
え
れ
ば
、
注
意
も

肝
心
だ
。
単
調
な
運
転
か
ら
来
る
眠
気
と
疲
れ
が
襲

っ
て
来
る
。
三
人
の
子
供
達
は
広
い
後
部
座
席
で

夫
々
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る
。
や
が
て
、
コ
ロ

ラ
ド
川
下
流
の
ミ
ー
ド
湖
へ
至
る
。 

コ
ロ
ラ
ド
川
は
長
さ
２
３
３
０
㎞
に
及
び
、
ア
メ

リ
カ
７
州
と
メ
キ
シ
コ
２
州
に
ま
た
が
る
流
域
を

持
つ
。
水
源
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
中
央
部
、
そ
こ
か
ら

南
西
に
流
れ
て
コ
ロ
ラ
ド
高
原
を
横
切
り
グ
ラ
ン

ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
刻
み
、
ア
リ
ゾ
ナ
と
ネ
バ
ダ
の

州
境
ミ
ー
ド
湖
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
は
南
に
流
れ
て

国
境
を
ゆ
き
、
や
が
て
メ
キ
シ
コ
は
バ
ハ
・
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
と
ソ
ノ
ラ
州
の
間
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
湾
の
最
深
部
の
河
口
と
な
る
。
コ
ロ
ラ
ド
川
と
そ

の
支
流
は
広
範
囲
に
わ
た
る
ダ
ム
・
貯
水
池
・
水
路

で
管
理
さ
れ
、
農
業
用
灌
漑
と
家
庭
用
給
水
に
利
用

さ
れ
北
米
大
陸
南
西
部
の
四
千
万
人
の
命
を
支
え

る
水
源
だ
。
そ
し
て
、
11
箇
所
の
米
国
の
国
立
公
園

が
こ
の
流
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

コ
ロ
ラ
ド
川
は
上
流
か
ら
峡
谷
を
削
り
取
っ
た

岩
や
泥
で
濁
り
、
ナ
イ
ル
の
様
に
そ
の
流
域
へ
豊
か

な
地
味
を
運
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
同
様
に
、
氾
濫

も
多
く
、
時
に
は
流
域
の
村
や
田
畑
を
壊
滅
さ
せ
た
。

そ
の
暴
れ
川
を
治
め
た
の
が
、
１
９
３
５
年
に
ブ
ラ

ッ
ク
峡
谷
に
作
ら
れ
た
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
だ
。
そ
し
て
、

そ
の
ダ
ム
湖
が
ミ
ー
ド
湖
だ
。
そ
の
貯
水
量
は
琵
琶

湖
の
1.5
倍
近
く
、
当
時
の
日
本
の
全
て
の
発
電
用

ダ
ム
の
貯
水
量
の
1.7
倍
あ
る
。
到
着
時
間
が
遅
す

ぎ
て
、
ダ
ム
の
見
学
ツ
ア
ー
に
は
参
加
で
き
な
か
っ

た
が
、
水
力
発
電
の
巨
大
な
佇
ま
い
と
、
そ
の
人
工

湖
に
こ
の
国
の
豊
か
さ
を
見
る
。
ダ
ム
は
高
さ
221

ｍ
、
幅
379
ｍ
の
ア
ー
チ
型
ダ
ム
で
、
州
境
と
な
る
こ

の
ダ
ム
の
上
壁
路
の
中
央
で
時
差
を
一
時
間
ま
た

太
平
洋
時
間
帯
へ
戻
す
。 

ダ
ム
か
ら
一
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
ラ
ス
ベ
ガ
ス

に
到
着
し
て
、
こ
の
日
は
再
び
こ
こ
で
宿
を
取
っ
た
。 

 

冬
う
ら
ら
牙
を
抜
か
れ
し
暴
れ
川 

 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
カ
ジ
ノ
と
シ
ョ
ウ
と
で
成
り
立

つ
砂
漠
に
出
来
た
町
、
そ
こ
で
の
灯
り
は
フ
ー
バ
ー

ダ
ム
の
水
力
発
電
で
た
っ
ぷ
り
と
２４
時
間
、
年
間

を
通
し
て
供
給
さ
れ
る
。
子
供
は
カ
ジ
ノ
へ
入
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
我
々
は
夕
食
つ
い
で

グランドキャニオンの朝 



に
、
ス
ロ
ッ
ト
ル
マ
シ
ン
や
ル
ー
レ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
卓
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
だ
。
こ

こ
で
は
、
宿
も
食
事
も
安
い
。
カ
ジ
ノ
の
利
益
が
町

を
潤
し
て
い
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
に
は
カ
ジ
ノ
経
営
を

学
ぶ
専
門
コ
ー
ス
も
あ
る
。 

子
供
が
楽
し
め
る
シ
ョ
ウ

「
サ
ー
カ
ス
＆
サ
ー
カ
ス
」
を

見
て
か
ら
、
昼
間
の
様
に
明
る

く
、
カ
ジ
ノ
が
軒
を
連
ね
る
旧

市
街
を
歩
き
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
時
代
の
大
き
な
金
塊
を

覗
い
た
り
し
た
。
私
は
CE
シ
ョ

ウ
（
家
電
展
示
会
）
で
何
度
も

こ
の
街
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
、
家
族
で
楽
し
む
場

所
を
探
す
の
に
苦
労
は
し
な
い
。
面
白
い
の
は
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ペ
ル
。
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
法
で
は
、
簡
単

な
手
続
き
で
結
婚
や
離
婚
が
出
来
る
ら
し
く
、
小
さ

な
教
会
が
あ
ち
こ
ち
で
遠
慮
が
ち
に
ネ
オ
ン
を
点

滅
さ
せ
て
、
簡
素
な
結
婚
、
離
婚
の
式
を
望
む
顧
客

を
誘
う
。
些
か
妖
し
げ
な
雰
囲
気
の
街
で
も
あ
る
。 

 

教
会
の
誘
う
ネ
オ
ン
や
十
二
月 

 

▼
翌
日
は
「
死
の
谷
」
を
目
指
す
。
乾
燥
し
た
砂
漠

で
人
が
決
し
て
住
む
こ
と
が
出
来
な
い
過
酷
な
谷

だ
。
真
夏
は
摂
氏
50
度
は
普
通
と
か
、
米
国
で
の
最

高
温
度
、
摂
氏
56
度
を
記
録
し
た
言
う
。
夏
は
車
で

も
谷
へ
入
る
の
は
危
険
だ
。
か
つ
て
は
幌
馬
車
で
西

海
岸
を
目
指
し
た
開
拓
者
た
ち
に
と
っ
て
最
後
の

難
関
だ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
へ
近
道
を
狙
っ
て
こ
の
谷
に
入
っ
た
ま
ま
、
暑

さ
と
水
欠
乏
で
何

人
も
死
者
が
出
た

事
か
ら
こ
の
名
前

が
あ
る
。
こ
の
谷
で

も
局
所
的
な
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が

幾
度
と
な
く
発
生

し
、
い
く
つ
も
の
街

が
生
ま
れ
て
、
そ
し

て
、
消
え
た
。 

冬
は
比
較
的
快
適
な
の
だ
が
、
涸
れ
た
川
や
亀
裂

の
あ
る
丘
な
ど
が
異
様
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て

い
る
。
最
も
低
い
場
所
は
海
抜
マ
イ
ナ
ス
200
ｍ
で
、

塩
が
一
面
に
残
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
案
内
セ
ン

タ
ー
に
は
そ
れ
ま
で
の
歴
史
と
共
に
、
ガ
ラ
ガ
ラ
蛇

や
ト
カ
ゲ
な
ど
過
酷
な
砂
漠
の
生
き
物
の
写
真
や

標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。「
死
の
谷
」
か
ら
抜
け

出
し
て
一
気
に
ロ
ス
へ
戻
り
、
そ
の
晩
は
久
々
に
日

本
食
を
摂
っ
た
。 

 

冬
ざ
れ
や
砂
漠
に
風
の
音
か
す
か 

 

河
涸
れ
の
塩
の
砂
漠
や
朽
ち
し
馬
車 

 ▼
翌
日
は
リ
ト
ル
東
京
な
ど
を
見
物
し
た
。
19
世

紀
末
に
日
本
人
が
こ
の
地
に
移
住
し
、
漁
民
の
茂
田

浜
之
助
が
日
本
食
店
を
開
店
以
降
、
日
系
人
が
居
住

が
進
み
、
日
系
児
童
の
為
の
学
校
も
出
来
た
。
こ
れ

が
リ
ト
ル
東
京
の
発
祥
の
基
礎
と
な
っ
た
。
20
世

紀
に
な
っ
て
人
口
は
増
加
し
て
栄
え
た
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
時
に
は
日
本
人
は
強
制
収
容
所
に
送
ら

れ
て
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た
。
戦
後
に
戻
っ
た

日
系
人
達
の
努
力
で
復
興
を
果
た
し
、
こ
こ
か
ら
全

米
へ
ス
シ
の
文
化
が
始
ま
っ
た
さ
れ
る
。 

LA
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却
す
れ
ば
、
走
行

距
離
は
３
５
０
０
㎞
と
な
っ
て
い
た
。
空
港
内
は
ク

リ
ス
マ
ス
休
暇
で
の
移
動
な
ど
で
大
混
雑
だ
っ
た
。 

（
続
く
） 

ラスベガスの旧市街 

デスヴァレー

にて 


